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井口桂一先生*（作新学院大学）からのメッセージ 

小学校５年生 理科を学ぶ皆さんへ 

 

 なんのために理科を学ぶのか？ 

 理科では、身近な自然について観察・実験を行うことを通して、科学的に問題を解決し

ていくことが求められています。その中で、次の経験ができることが理科の面白さです。 

・ 自分の目や顕微鏡などの器具を使って自然を見る・・・・・ワクワク 

・ 条件を変えながら何度も試す・・・・・・・・・・・・・・ドキドキ 

・ 実験結果を基に疑問に対する考察を考え友達と話し合う・・ナットク 

 

 理科を学ぶ際に、どんな力を身に付けることが重要なのか？ 

 理科で学んでほしいことは、「自然を見る目」や「科学的に考える力」を鍛えることで

す。「自然事象をよく見る」「何度も試し結果を比べたり数字で表したりする」「結果を

基に分かったことや生活とのつながりを考えること」を経験してほしいです。 

理科で学ぶことは、もともと「知っている」「見たことがある」ことも多いのではない

でしょうか。しかし、それらは「分かっている」とは違います。実際に観察・実験を行い

ながら「分かること」の醍醐味
だ い ご み

を味わってほしいと思います。 

 

 どうやって理科を学べばいいのか？ 

 「子どもたち応援サイト」で紹介されている動画を見るときにも、番組を見ているだけ

では「分かる」にはつながりません。番組を見ながら「初めて知ったことをメモする」

「考えを書く」「見た後に自然観察をしたり図書やインターネットで調べたりしてまとめ

る」ことが大切です。 

動画では、疑問「？」が提示され考える時間があります。その時は、動画を一時停止に

して疑問について考えノートに記録します。動画「一時停止」を活用して、その間に自分

の思考をフル稼働することができれば「分かること」につながっていきます。 

 

 さらに、発展的に学ぶには、下記のようなことに取り組むのがおすすめです。 

 

◎「発芽」の学習をする場合 

 種子の発芽は，インゲンマメを実際に育てて観察しながら学ぶことがおすすめです。イ

ンゲンマメはプランターでも育てられます（プランターは、ペットボトルでも作れます―

―ペットボトル・プランターの作り方をインターネットで調べてみましょう）。まず，図

書やインターネットで発芽条件を調べてみましょう。そして、学んだことを生かしながら

育てていくとインゲンが収穫できます。植物を学んだ実感が高まりますよ。 
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◎「花から実へ」の学習をする場合 

 教科書では，ヘチマ・カボチャ・アサガオなどで学ぶことが多いので，インターネット

でなどでいろいろな花と実について調べてみるといいです。地域によりますが，これらの

花が咲くのは夏休みの頃です。お家の周りでこれらの花を探して観察するのも楽しい学び

になります。 

 

 

◎「天気の変化」の学習をする場合 

 テレビやインターネットで，たくさんの気象情報を調べることができます。この情報と

照らし合わせつつ，実際に外に出て，空を見上げて雲の動きを見たり温度や風を感じたり

すると，気象情報を五感で感じることができますよ。 

 

 

◎「メダカのたんじょう」の学習をする場合 

 5年生の理科学習のテーマの一つとして「受けつがれる生命」があります。実は、これ

までに学習した「発芽」「花から実へ」はこのテーマの植物版
ばん

です。そのあとを受けて、

「受けつがれる生命～パート２魚版～」として学ぶのがこの単元です。 

 まず、メダカのおすとめすについて学びます。教科書にのっている写真などを見てその

見分け方をしっかりと学んでください。そのあと挑戦してほしいことは、実際に育ててい

るめだかを観察しておすとめすを見分けることです。理科においては、資料で学んだこと

を実際に観察して確かめることは大切です。泳いでいるめだかを目で追いながらおすとめ

すを見分けるのは難しいですが、きっと楽しい観察時間になると思います。 

 

 

◎「ヒトのたんじょう」の学習をする場合 

 植物対象
たいしょう

の「発芽」「花から実へ」、魚対象の「メダカのたんじょう」の後を受け、こ

の単元では「ヒト」を対象として「生命たんじょう」の学習を進めます。「受けつがれる

生命」にかかわる小学校でのまとめとなる単元です。 

 学習問題は、「ヒトは母親の体の中で、どのように育って誕生するのだろう？」が中心

となります。この単元では「図書資料」「インターネット」「人体模型」「保健の先生へ

のインタビュー」などでの調べ学習が中心となりますが、いろいろな方法でたくさんの情

報を集めて、調べたことを文章、図、写真、イラストなどを使って分かりやすくまとめる

ことが大切です。 

まとめる時には、自分で紙面のレイアウトを考えながら「（自分だけの）生命のたんじ

ょう図鑑」を作ってみることがおすすめです。その際は、調べたことを書き表すだけでは
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なく、ヒトと植物や魚とを比較したり調べたことに関する自分の感想や考えを入れたりし

ながらまとめるとおもしろい作品になります。ぜひ、挑戦してみてください。 

しっかりと調べ学習をして、ヒトの生命たんじょうの神秘
し ん ぴ

にふれてみてください。 

 

※ 使っている教科書により、この単元は６～7月以外の時期に学習する場合があります。 

 

 

*井口桂一先生の紹介 

 宇都宮市内公立小学校教諭，宇都宮大学教育学部附属小学校副校長，栃木市立家中小学

校長，宇都宮市立城東小学校長を歴任。栃木県小学校教育研究会理科部会長として，理科

指導法の研究に携わってきた。 
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